
 武縄　正（陸１５期）氏の講話
「伝えたいこと・後輩へ」

① 防大受験の動機　　－防大って何？
　　　　　　　　　　　 ２次試験時（広島・海田市）の出会い
　　　　　　　　　　　 人生の岐路・・・もしも

② 小原台での学生生活－着校直後の驚き
                                         要員（陸）・専攻学科（航空工学）の選択
　　　　　　　　　　　 クラブ活動（吹奏楽部）
　　　　　　　　　　　 卒業論文（航空機の安定制御）への取り組み

③ 防大卒業後の進路　－幹部候補生学校（久留米）での職種（航空科）指定
　　　　　　　　　　　 航空学校・幹部航空機整備課程
　　　　　　　　　　　 語学課程への入校　

④ 米国大学院への留学－米留の経緯（学園紛争による国内留学の中断）
　　　　　　　　　　　 滞米５年（国費留学２年・私費３年）の思い出
　　　　　　　　　　　 学位論文の研究と資金の工面（ベンチャ－ビジネス）
　　　　　　　　　　　 米軍基地・航空機産業の訪問・研修

⑤ 国産ヘリ開発への道－基礎研究（新翼型・複合材ロ－タ－システムの研究）　　　
　　　　　　　　　　　 開発プログラムの立ち上げ（ゼロからのスタ－ト）
　　　　　　　　　　　 新小型偵察ヘリ（ＯＨＸ）の初飛行まで１５年

⑥ ３８年を振り返って－部隊勤務の生き甲斐（勤務地を好きになる）
　　　　　　　　　　　 新しい時代の自衛隊（統合運用・国際任務）

⑦ 退官後の日々　　　－商社顧問としての勤務
　　　　　　　　　　　 同期生・同窓生の絆
　　　　　　　　　　　 ライフワ－ク（光が丘デジタル写真館）

[伝えたいこと・後輩へ]
　講話の前半で、防大受験の動機や小原台での学生生活、卒業後の米国大学院留学と国産初のヘリ
コプタ－開発裏話、部隊勤務の楽しさ、防衛省・自衛隊を取り巻く最近の状況などをお話ししまし
た。
　時間も残り少なくなってきましたが、ここで、将来の自衛隊幹部を目指して進まれる皆さんに、
心構えのご参考として、私の好きな三つの言葉をお伝えしたいと思います。
・ 一つ目は、「指揮官は焦点に立て」



指揮官は、物ごとの本質を見極め、正しい判断を行って任務をしっかり遂行するため、最も大
切な時期に最も重要な場所に立たなければなりません。これは自衛隊でも民間でも同じことで
す。 

皆さんには、その指揮官となる日がいずれやって来るわけですから、そのために必要な基礎
を、学生舎や教場、訓練やクラブ活動を通じてしっかり身に付けていただきたいと思います。

・ 二つ目は、「仲間を大切にせよ」
高校までの生活と違い、防大では上級生から下級生まで、全員が学生舎での共同生活ですか

ら、初めは息苦しいと感じるかもしれませんが、自衛隊に限らず、社会に出てみると、やりたいこ
とも、やらなければいけないことも、一人だけで成し遂げるのはとても難しいのです。
部隊に出れば、隊員やその家族と一体となり、任務遂行のため、力を合わせて困難を乗り越え

ていかなければなりませんが、そのための素地を、この４年間の共同生活の中で養ってもらいた
いと思います。仲間を大切に、そして何よりも同期生を大切に！

・ 三つ目は、「情熱と誇りを持って生きよ」
一度きりの大切な人生です。うまく行かないからといって、ゲ－ムのように途中でリセット

し、簡単にやり直すことはできません。あと一歩！の向上心を生む情熱と、防大生としての誇りを
持って、これからの毎日を過ごしてもらいたいと思います。

[ライフワ－ク（光が丘デジタル写真館）]
　退官して約３年－現在、総合商社の航空宇宙部門に顧問として勤務していますが、防衛省・自衛隊
に関する助言や部隊等の訪問、海外出張、ＯＢとしての社会貢献など、現役時代に負けないほど充
実した毎日を過ごしています。
　その中で、同期生はもちろんのこと、先輩や後輩－陸海空の枠や学年を超えた同窓生にお世話に
なることも多く、防大卒業生としての強い絆を感じています。
　そうした感謝の心や、この美しい国に生まれたことを誇りに思う気持ちを周囲の人たちに伝えた
い－と考えて、防衛省・自衛隊のトピックスや身近な話題・各地の風物詩等を撮影した写真を画像メ
－ル「光が丘デジタル写真館」としてまとめ、友人・知人等に週替りで配信しています。
　現役時代から続けてもう７～８年になりますが、配信先での回覧やあちこちへの転送も結構多
く、地球の裏側まで含めて相当数の方に見ていただいているのではないかと思っています。

　[むすび]
　今日は、防大４年、陸上自衛官として３４年、そして商社勤務・・・あわせて４０年余りの出来
事を駆け足でお話ししました。少し風変わりな、あまり平均的ではない経験談だったかも知れませ
んが、皆さんのこれからに何かのご参考となれば幸いです。
　１２０枚余りのスライドの最後は、自衛隊の最高指揮官である福田総理大臣を迎え、埼玉県の朝
霞訓練場で行われた昨年秋の中央観閲式です。陸海空・全参加部隊の先陣を切って防大生が行進
し、観客席からは、ひときわ大きな拍手が寄せられました。
　どの国でも士官候補生は「国の宝」としてとても大切にされますが、制服を着た防大生も大変な
人気です。それは単に凛々しさやカッコ良さだけでなく、いざ！という時には、部隊の先頭に立って
祖国を守ってくれる幹部・士官の卵だ－ということを国民が知っているからです。



　こうした期待に応えられるよう、皆さんには、これからの４年間で心身を鍛え頭脳を磨き、かけ
がえのない小原台での青春を元気溌剌と過ごしていただきたいと思います。（了）　

① 国産初の新小型偵察ヘリコプター（ＯＨ−１）

② 八甲田雪中行軍（青森・第５普通科連隊）



③ 弘前城の桜

④　青森自衛隊ねぶた



⑤ 津軽のりんご

⑥ 紀伊半島・丸山千枚田



⑦ 伊勢神宮（内宮）・宇治橋（冬至の朝）

⑧ 河口湖方面（北側）から見た朝焼けの富士



⑨ 浅草寺・金龍の舞

⑩ 世界らん展日本大賞・出品作



⑪ 行田・古代蓮の里

⑫ 中央観閲式・防衛大学校学生隊の行進


